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ごみ処理の広域化・焼却施設の建て替えに向けて 霞
台
厚
生
施
設
組
合
に
加
入

今
後
、
人
口
減
少
や
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に
よ

り
、
ご
み
の
量
は
、
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

国
で
は
、
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
老
朽

化
に
伴
う
処
理
施
設
の
建
て
替
え
に
あ
た
っ
て
、

市
町
村
に
対
し
、
さ
ら
な
る
広
域
化
を
促
し
、

「
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
」「
厳
し
い
環

境
基
準
」「
事
業（
建
設
・
維
持
管
理
）コ
ス
ト

の
削
減
」を
求
め
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
、
こ
う
し
た
ご
み
処
理
の
あ
り
方

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
な
か
、
か
す
み
が
う
ら
市

に
お
い
て
も
、
広
域
化
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト（
経
費
節
減
）を
最
大
限
に
活
か
し
コ
ス
ト
を

抑
え
な
が
ら
、
ご
み
を
減
ら
し
、
資
源
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
無
駄
に
し
な
い
、
安
定
し
た「
循
環

型
地
域
社
会
」の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
た
め
、

平
成
27
年
４
月
か
ら
、
石
岡
市
、
小
美
玉
市
、

茨
城
町
と
と
も
に
、
ご
み
処
理
の
広
域
化
お
よ

び
焼
却
施
設
の
建
て
替
え
に
向
け
て
、
霞
台
厚

生
施
設
組
合
内
に
事
務
局
を
設
置
し
、
施
設
の

内
容
や
ご
み
減
量
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
の
処
理

方
法
な
ど
を
一
体
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
事
業
推
進
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ごみ処理広域化のメリット

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を
推
進

各
市
町
が
ご
み
の
分
別
方
法
を
統
一
す
る
こ

と
で
、
焼
却
さ
れ
る
ご
み
が
減
少
す
る
と
と
も

に
、
よ
り
高
度
な
処
理
が
可
能
と
な
る
こ
と
か

ら
、リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
球
温
暖
化
に
貢
献

ご
み
焼
却
施
設
を
一
定
規
模
以
上
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
焼
却
に
よ
っ
て
発
生
す
る
熱
を
利

用
し
た
発
電
な
ど
が
効
率
的
に
行
え
る
よ
う
に

な
り
、
化
石
燃
料
な
ど
の
消
費
を
少
な
く
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
を
抑
制
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
を
抑
制

安
定
的
な
燃
焼
状
態
を
維
持
で
き
る
こ
と
に

加
え
、
ご
み
処
理
技
術
を
高
度
化
で
き
る
た
め
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
を
抑
制
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ご
み
処
理
経
費
を
縮
減

個
別
に
整
備
す
る
と
多
額
の
費
用
が
必
要
と

な
る
た
め
、
施
設
を
集
約
化
し
、
広
域
的
に
ご

み
を
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
建
設
費
や
維
持

管
理
費
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
み
処
理
の
広
域
化
を
進
め
て
い
き
ま
す

市町名（旧市町村名） 組合名
竣工年

(能力)/日

かすみがうら市 新治

地方広域

事務組合

1995年

(120ｔ)

石岡市

（八郷町）

（石岡市）
霞台厚生

施設組合

1994 年

(126ｔ)

小美玉市

（小川町）

（玉里村）

（美野里町）茨城

美野里

環境組合

1986年

(105ｔ)
茨城町

市指定文化財80件に !
３月２日付けで、 新たに４件が市指定文化財に認定されました。 5 月26日火から 6 月21日日
まで郷土資料館で「企画展　かすみがうら市の歴史遺産～新規指定文化財～（平成 26 年度
分）」を開催し公開します。

松山瓦窯跡（中志筑地区）

↑帆引き船の操業技術を学ぶ後継者たち
→い瓦を焼いた窯の様子ろ焼かれた瓦は、 現在の石岡市にあった

常陸国分寺に運ばれましたは瓦を作った工房の様子霞ヶ浦帆引き船操船技術及び帆引き網漁法

これまでの発掘調査によって 11 基の瓦窯跡と瓦の工房跡

が確認されており、 常陸国分寺の創建期から瓦の生産を開

始し、 その後も国分寺の補修のために用いられる瓦を焼成

していたことが分かっています。 また、 工房跡周辺からは、

瓦を作るための粘土置き場や、 粘土の精製を行ったと考え

られる遺構も確認されており、 瓦製作の行程を復元できる

遺跡として、 全国的に見ても非常に貴重です。

（管理者 ： かすみがうら市）

木造薬師如来坐像（加茂地区）

↑南円寺に伝わる木造

薬師如来坐像

薬師如来は、 「大医王仏（だいいおうぶつ）」とも呼ばれ

る病気平癒に信仰の深い仏様で、 左手に持つ薬壺は、

その象徴とも言えます。 また、 信仰した結果がこの世

での安らぎ（現世利益）をもたらすことから、 多くの人々

の信仰を集めてきました。 南円寺に伝わるこの像には、

平安時代の技法にみ

られる特徴が残って

おり、 厳しさのある表

情や仏像の目に水晶

を入れる「玉眼（ぎょく

がん）」という技法が用

いられていることから、

鎌倉時代初頭の制作

と考えられます。

（管理者 ： 南円寺）

帆引き網漁法は、 帆に風を受けて船を横に流すことで行う

漁法で、 明治１３年（１８８０）に坂村（現在の坂地区）の折本良

平が発明しました。 これまでに、 帆引き網漁法に用いられた

船や道具など２０点が、 市の有形文化財として指定されてい

ます。 今回は、 帆引き船を操縦する「技術」と、 帆引き網を

用いた「漁の方法」そのものが、 民俗技術として高い価値を

有することから、 無形民俗文化財として指定されました。

（技術保持団体 ： 霞ヶ浦帆引き船 ・ 帆引き網漁法保存会）

問生涯学習課（郷土資料館）

問
環
境
保
全
課（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）

かすみがうら市

石岡市 小美玉市

茨城町

老朽化する管内 3 焼却施設

※一般的な焼却施設の耐用年数は 25 年程度

鰐口（有河地区）

←い龍福寺に伝わる戦国時代の鰐口ろ「阿留何順礼堂之鰐口」と刻

まれています

鰐口は、 神社仏閣の軒先に提げて使用される銅製の

仏具で、 参詣者はこれに綱を打って音を鳴らします。 こ

の鰐口には文字が刻まれており、 戦国時代の製作であ

ることや、 当時有河地区を礼所とした順礼（巡礼）が行

われていたことが読み取れます。

（管理者 ： 龍福寺）
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